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【はじめに】 

新型コロナウィルス感染症が国内で初めて確認されてから、令和５年１月 15 日で 3 年が経過しました。この間、国

民はもとより、政治、行政、医療関係者、事業者など、国を挙げての取り組みが進められてきましたが、世界的に見ても

未だ収束には至っていない状況です。このような状況下に在って、当同窓会の理事・監事会、定時社員総会等については、

Zoomを積極的に活用し、対面及び遠隔について適宜柔軟に対応していく所存です。 

また、2023 年度同窓会事業は、今回新たに選出されました新代議員並びにその付託を受けた新役員により執行いた

します。 

本会が永続的に発展するためには、安定した財政基盤の構築を図っていくことが必要との考えに基づき、事業財源の確

保と事業収支の均衡を最重要課題としました。新入生会員の会費につきましては、大学に委託徴収をお願いして安定的な

財源を確保できることとなっていますが、これに甘んじることなく、会費未納入者の方に対しては、定期的且つ継続的に

請求に努め、1件でも多くの徴収を図ってまいります。 

そのためには、会員情報（現住所・勤務地・メールアドレス等の基本情報）の収集からはじまり、会員ニーズの把握に努

めるとともに、会費納入に繋がる魅力ある事業運営並びに会員相互の“絆”の強化に係る諸施策を企画、立案し、会員の

帰属意識を持続可能とする取組みを行うとともに、費用対効果を考慮した運営を行っていくこととします。 

会員各位には、同窓会への一層のご理解・ご支援をお願い致します。 

 

【事業計画】 

（目 的） 

202３年度事業計画は、来る５０周年等、中長期計画の策定、春の定時社員総会の実施、及び同窓会会員相互の連携

を密にして一層の帰属性と、“絆”意識の高揚を図ることを目的とします。 

一般社団法人として、運営・管理体制の整備は、「愛橘会」の安定的発展と円滑な運営に帰するため、中・長期的な視

点から段階的見直しと施策により、その基盤の強化をさらに推進するものとします。 

 

（委員会の役割と改善の目標） 

事業計画の企画・立案、及び執行機関である各委員会は、会員各位及び利害関係者のニーズに応えるため、事業成果の程

度及び費用対効果の視点から諸事業の見直しを行うものとします。 

 

1 運営委員会事業計画 

同窓会総会の盛大かつ円滑な運営について提言、協力援助を行う。 

（1） 同窓会事業活動の積極的かつ円滑な推進のために、組織活動を継続する。 

（2） 収入・支出について、財務担当理事と協議し、是正点を検討し対策を講ずる。 

（3） 会員情報の在り方について、個人情報保護と会員ニーズの視点から基本方針を決定する。 

（4） 大学との共同で会員情報のデータベース化を図り、会員情報の一元化と業務効率の合理化を図る。 

（5） 会員への情報発信ツールとしてSNS等の活用を検討する。 

（6） 支部会活動を更に充実すべく、全国支部長会議を開催する。 

（7） 地域医療に関する大学の教育・実習へ協力支援する。 

（8） 在学生を応援し、同窓会事業への参加を図る。 



 

（9） 同窓生や医学教育センターの協力を得て、会議等への講演（生涯教育）を行う。 

（10） 卒後臨床研修センターとの連携を深めて、初期研修の充実と活性化のために協力援助する。 

（11） 大学と連携し、同窓生の動向や活躍などの各種情報の収集に努める。 

（12） 大学が行う事業を積極的に支援する。 

（13） 会員に対して寄附推奨を行う。 

（14） 202３年定時社員総会は、コロナ禍のため、ハイブリッド形式により本学開催とする。 

（15） 同窓生互助会制度の推進に努める。 

（16） 会員のメールアドレスの推進に努める。 

 

２ 広報委員会事業計画 

(1)  愛橘会会報を、年１回（９月）発行する。 

（又は「愛橘会会報は、ホームページの活用及び掲載内容（ポジティブかつメッセージ性の強化）を検討する。」） 

(2)  同窓会ホームページの充実（迅速性及び利活用）と維持更新を図る。 

(3) 他の委員会と協働し、同窓会と各委員会事業への会員参加をPRする。 

(4)  同窓会の標章(シンボルマーク)について、登録出願中。 

(5)  同窓会のスクールグッズ等の作成について検討する。 

 

３ 学術・教育委員会事業計画 

(1) 愛橘学術賞（褒賞制度）について、愛橘会会報やホームページからの案内、大学医局長・講座長・各同窓会支部長

宛及び個人宛に郵送にて広く知らせる。 

(2) 愛橘学術賞受賞者（候補者）を決定し、同窓会総会および愛橘会会報・ホームページに発表・報告する。 

(3) 愛橘医学奨励賞（学生対象の褒賞制度）（候補者）を決定し、愛橘会会報・ホームページにおいて報告する。 

(4) 本同窓会会員が学会長として主催する学会（全国規模・地方会規模）に対して 助成し、愛橘会会報・ホームページ

において報告する。 

(5)  本同窓会会員本人が留学者で、担当教授の推薦があるものに助成し、愛橘会会報・ホームページにおいて報告する。 

(6) 本学後輩医師の生涯教育、特に研究（英文論文作成等）に対するモチベーションアップに繋がる指導等を行い同窓

会の存在意義を図る。 

 

４ 学生・支部会支援委員会事業計画 

(1) 表彰に値する学生を発掘し、学生表彰を行い同窓生に周知し、合わせて同窓会活動の理解を深めるとともに、また同

窓生としての帰属意識を高めていく。 

(2) 入学・卒業において記念品の贈呈を行うとともに、卒業式において成績優秀者に同窓会長賞を贈呈する。 

(3) ４年次生の実習にともなう長白衣を贈呈する。 

(4) 大学実行委員(４年生)との交流を図り、また同窓生としての帰属意識を高めていく。 

(5) 国試対策委員（4～６年生）との交流を図り、国試対策活動への援助を行うとともに、また同窓生としての帰属意識

を高めていく。 

(6) 国家試験当日（2日間）において、夜間診療体制を会員の協力のもとに要請があれば実施する。 

(7) 専門医制度の変更にともなう専攻医が減少傾向にある。地域枠学生の支援とともに、病院の専攻医募集を支援する。 

(8) 学生会員と若手会員に対して、キャリアビジョンを提示でする目的で、交流会を企画する。 

(9) 同窓会活動が学生会員に見える形として実感してもらう活動の一環として、引き続きコーヒーサービスを実施する。 



 

 

５ ダイバーシティー推進委員会事業計画 

（1）男性・女性問わず、ひとりの医師として、多様性のある働き方への支援の在り方を踏まえ、同窓会活動に繋げてい

くことを目的として行う。 

（2）学内組織の中での、男女共同参画の活動を同窓会として支援する。 

（3）母校の中での女性を含む同窓生のキャリアアップにつながる活躍を支援する。 

（4）大学と共同して男女共同参画セミナーの開催を行い、同窓生・学生等に同窓会活動を周知させていく。 

（5）平成29年１月に開設した同窓会男女共同参画委員会相談窓口を引き続き充実を図る。 

 

６ 周年事業準備委員会関連事業計画 

(1) 同窓会 50 周年を迎えるにあたり、会員の連携をさらに密にしていくため、具体的な取り組みに関する協議、なら

びに意見交換を行い、周年事業準備の推進を行う。 

(2) 医心館１階多目的ホールに対し、大学より「愛橘スクエア」のネーミングライツをいただくこととなった。 

（3）周年事業の提言を行い、募金活動を行う。 

（４）「愛橘会記念事業積立基金」は、資金収支の平準化を目的として、継続して行う。 

 

７ 支部会及びクラス会振興事業計画 

（1） 全国的に新たな支部会の設立を推進し、同窓生としての帰属意識を高める。 

（2） 各支部会及びクラス会の活発な活動を支援し、同窓会への帰属意識を高める。 

（3） 名古屋市内の支部を統合した組織の育成に努める。 

 

８ 大学関連事業計画 

(1) 学校法人愛知医科大学理事・評議員会に出席し、法人側との意見交換ならびに協議を行う。 

(2) 理事長、学長、大学役職者との懇談会を開催し、情報、意見交換及び問題事項に関する協議を行う。 

(3) 大学との共同事業の計画及び実施、その他必要に応じて講演会等の開催及び講演者の派遣を検討する。 

(4) 学生教育を支援し、臨床実習の充実、国家試験合格率の向上への対応を図る。 

 

９ 学内機関関係事業計画 

(1) 春の医学部後援会定期総会（国試懇談会）に参加し、意見交換ならびに協議を行う。 

(2) 医学部後援会役員との懇談会を開催し、協議を行うとともに情報交換を図る。 

(3) 大学看護学部同窓会との交流ならびに情報交換を積極的に行う。 

(4）医学部後援会及び看護学部父母会等と時宜、課題等について共同企画をすすめ、実施していく。 

（5）学内昇任者との懇親会を開催し、情報、意見交換を図る。 

（６）医学部後援会との共同事業として、国試合格者（保険料負担は医学部後援会）を対象に、国試合格のお祝いとして 

   ⓵医師賠償責任保険（日本医師会の団体制度の免責100 万円部分）と②総合生活保険（個人賠償責任補償）に対    

   する契約者として、取り扱いをスタートする。 

 

10 他機関同窓会関係事業計画 

(1) 私立医科大学同窓会連絡会「全国会」、「西部会」へ出席し、他大学同窓会の動向把握とともに「愛橘会」の事業推

進に反映させていく。 



 

(2) 愛知県私立大学同窓会連合会へ参加し、県内の大学各同窓会との意見交換を行い「愛橘会」の事業推進に反映させ

ていく。 

(3) 同県内の藤田医科大学医学部同窓会「藤医会」との協議及び懇親会を開催し、両同窓会会員相互の情報交換を積極

的に推進していく。 



一般社団法人愛知医科大学同窓会

科　　目 2022年度予算額 2023年度予算額 2022年　　度　　上　半　期　決　算　説　明

１ 会費 17,250,000円 19,500,000円 　@150,000×115名新入生、未納者からの回収

２ 雑収入 5,000円 36,000円

銀行利息 5,000円 36,000円 銀行利息

その他 国内旅行傷害保険返戻金

３ 寄附金 500,000円

４ 広告協賛金

5 全国会受取会費

６ 記念事業積立金取り崩し 25,000,000円

当年度収入合計 42,755,000円 19,536,000円

前年度繰越額 75,165,445円 86,015,858円 

収　入　合　計 117,920,445円 105,551,858円 

科　　目 2022年度予算額 2023年度予算額 2021年　　度　　上　半　期　決　算　説　明

１ 印刷費 1,051,680円 1,120,000円

会報 751,680円 970,000円 定期刊行（66号、5,100部)

その他 300,000円 150,000円

２ 助成金 3,060,000円 3,000,000円

クラス会
100,000円 100,000円

支部会
200,000円 200,000円

医大祭 1,000,000円 1,000,000円

学術振興
1,160,000円 1,100,000円

研究助成（愛橘学術賞30万円）

学会開催助成 300,000円 200,000円

海外留学助成 300,000円 300,000円

学生支援 100,000円

臨床研修医支援  

３ 通信費 1,127,000円 1,300,000円

発送費 627,000円 900,000円 会報66号発送費

切手他 500,000円 400,000円
NTT,ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ,Faxｻｰﾋﾞｽ使用料・切手・葉書・各種郵送料（支部会、資
料送付等）

４ 渉外費 2,372,000円 2,410,000円

慶弔費 100,000円 100,000円 供花・弔電

卒業時記念品 267,000円 280,000円 シヤチハタネームデユオ、同窓会長賞他

入学時記念品 305,000円 330,000円 トートバック及びペンライト

学生診察衣（白衣） 1,200,000円 1,250,000円

国試対策消耗品 300,000円 300,000円

その他 200,000円 150,000円 解剖慰霊祭献花他

５ 委託費 1,682,000円 1,732,000円

法務委託費 650,000円 900,000円 弁護士及、社労士、わとう法務合同事務所に係る報酬

会計監査委託費 132,000円 132,000円 税務申告(東桜税理士法人)

業務委託費 900,000円 700,000円 ホームページ更新、商標登録、卒業パネル作成

６ 税金 72,000円 72,000円 法人市県民税

７ 消耗品費 700,000円 680,000円

封筒・コピー用紙 50,000円 30,000円

事務用品 300,000円 300,000円 Docuprint C2550、文具等

コンピューター関係 150,000円 150,000円 プリンタートナー・カラーインク

その他 200,000円 200,000円 愛橘学術賞副賞（文鎮)

８ 備品費 110,000円 100,000円

コンピューター関係

その他 110,000円 100,000円

９ 会議費 700,000円 600,000円 理事監事会・委員会

10 旅費 500,000円 500,000円 市内出長・県私大連・定時社員総会

11 雑費（振込手数料他） 100,000円 80,000円 振込み手数料・残高証明書発行手数料

12 人件費（パート代） 2,600,000円 3,000,000円 パート給与２名分(交通費･労働保険料含)

13 リース料 430,000円 430,000円

パソコン・プリンター使用料 280,000円 340,000円 パソコン更新(5年リース)

コピー機使用料 150,000円 90,000円

14 会費徴収事業 500,000円 400,000円 SMBC会費徴収手数料(コンビニエンス専用用紙)

15 名簿管理費

16 予備費 400,000円 300,000円

17 記念事業積立基金 1,200,000円 2,000,000円

18 寄付金 25,000,000円  

19 保険料 30,000円 30,000円 役員旅行保険

20 修繕費 54,000円 42,000円 富士フィルムビジネスイノベーションジャパン保守サービス

21 諸会費 42,400円 50,000円

22 同窓会連絡会開催費用 県私大会費・愛知県社会保険協会

23 支払手数料 500,000円 講演会

24 退職金

当年度支出合計　　 41,731,080円 18,346,000円

当年度収支差額 1,023,920 1,190,000

次年度繰越額 76,189,365円 87,205,858円

支　出　合　計　　 117,920,445円 105,551,858円

周年事業等積立金 54,200,000円 55,000,000円

実質繰越額 130,389,365円 142,205,858円

２０２3年度予算(資金収支計算書）

Ⅰ．収入の部

Ⅱ．支出の部


